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電子顕微鏡によるスピロヘータの形態学的研究

第3報　Leptospiraの微細構造について

　　　金沢大学医学部徴生物学教室（主任：谷教授）

　專攻生渡慶次下学
　　　　　　　　　　σα9伽望・論詰

　　　　　　　　（昭和30年10月11日回附）

（本研究の要旨は第9回日本細菌学会北陸支部会において発表した）

第1章緒
　：BrUcke＆Haagen（1939）5）からM61bert（19

55）牙3）に至る電顕的研究による£eptospira属の

知見を顧みる時，LeptOSpira（以下：Lept．と略

す）も極めて多形的な微生物であることを暗示

している．

　即ち罪体周囲の鞘状構造1），細胞膜（被膜）s）

19）26）3憎体外側の透明部及び透明帯3）4）9），原形

質の主軸に凹き附いている螺旋が犬の1本の鞭毛

様線維軸6）15）19），軸糸2）19），眞直な1本の線維と

それに巻き附いている螺旋状原形質1｛），線維束

26），菌体内顯粒とその類似構造7）8）14）19），附着

顯粒及び遊離i穎粒7）8）19）21）26），：Lept．の（主体

が巻き込んで所謂bubbleの中に含まれている

場合19），菌体の一部が巻き込んでいる場合26），

S－Form　20），下階2）9）等の多様の知見が発表さ

れている．

言

　そこでかかる多様の知見を綜合制別して，

：Lept．の基本形態を推定し，更に多くの異常形

態が如何なる生物学的意義を表現しているかを

検討することは，極めて興味の深い問題である

と考えられる．

　著者はKortho仔培地に培養した：Lept．の4

株を6－8カ月観察し，暗二野鏡検的に穎粒形

が無数に出現して認められる時期に分劃遠沈に

よって凡そ類似したものを類別的に集め，これ

を新培地内に接種した．次いでその形態的変化

を暗覗野及び電子鏡検により追究した．叉種々

の物理化学的処理を：施した螺旋形の：Lept・に

ついて鏡検及び撮影し，：Lept．の微細構造並び

に異常形の形成の機転，生物学的意義について

検討したので報告する．

第2章実験材料及び実験方法

　供試スピロヘータは門下室に保存せるLept・icter－

ohaemorrhagiae，　Lept．　hebdomadis　A・：B．　Cの4株

である．

　培養はKortho｛f培地25。C，3～4週聞行い，その

後冷暗所に6～8カ月保存したものである．

　各種の穎粒形が生殖能力のあろものか，或いは退行

変性産物であるかを検：討し，：又螺旋形の微細構造を観

察する目的で，次の如く試料を調製した．

　1．曝三野鏡検：的に穎粒の無数に確認出来る古い培

養を分劃的に類別集菌し，その一部を2～3回蒸溜水

で遠沈洗閉したもの．

　2．上述の集菌遠沈物の一部を新しく調製した

Korth磁培地の4～5本に移し，25。Cに培養して5

日～1週間の間隔で各試験管の1個の全内容を遠沈集

射したもの．

　3．培養2週間の：Lept・の各種類について物理化

学的処理，即ち凍結融解，加熱，蒸溜水による反復遠

沈洗源，磨潰法，0．3mg／ccトリプシン溶液38。C，30

分～6時間作用，エーテル，釈アルカリ，1％胆汁処

理，10％申性ホルマリン固定（2分）後蒸溜水により
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反復遠沈洗魚等を施したもの．

　上述の試料を充分乾燥せるコロジオン膜上に載ぜ適

当に乾燥し，蒸溜水でコロジオン膜面を静かに洗訂し

て後低圧にて充分に乾燥，その二叉はCr　slladowing

を施して日立製H・｛∫9型電子顕微鏡により加速電圧

50K▽，直接倍率5000～1万倍を使用し，鏡検及び撮

影した．

第3章実験成績及び考察

　　　　　第1節一般形態
　：Breese　et　al（1952）2），朝倉σ952）7），武谷（1

953）14），】3abudieri（1949）19）等は1・ept．の各株

間に形態学的差異は認められなかったと報告

し，Breese　et　a1（1952）2），朝倉1952）7）はLept．

の電顕像の旋転の緩かなことについて記載して

いる。叉その特有の大きさとして岳見等（1949）

3）はLept．　icterohaemorrhag｛aeにおいて大体

旋転長0・5μ，旋転深0・25μ，体幅0．1μ程で

あると述べ，Breese　et　al（1952）2＞1ま：Lept．

icterohaemorrhagiae，　：Lept．　Autumrnalis　A，

Lept．　bataviae，　Lept．　ponoma，　Lept．　hyos，

：Lept・bovinusの研究で体幅凡そ0・1μ，体長15

－6μの種々であるとし，これはMor亡on＆

AndersOn（1948）1）の成績に一致する．叉Babu－

d三eri（1949）19）は，更：にノJ・さく底幅0・1μに達し

なかったと記載し，M61bert（1955）26）は多くの

種類を研究し，：Lept．　canicolaでは前幅0．13－

0・14／ソ，最も細い種類例えぽLept・bovinusに

おいては0・09－0・11μであったと発表してい

る．

　著者の実験においても各側聞に形態的相違は

認め難く，BorreliaやTreponemaに比し急峻

な波面形叉は旋転を有し，旋転は菌体の中央に

おいて細かく両端は綾かであった．末端は一端

或いは両端が屈曲し，多くは鈍円に終ってい

た。叉両端の旋転の緩かな部分に1本の鞭毛様

線維が巻き附いていることがあった（Fig．1）．

その大きさは体幅約0．1－0．2μ，旋転深0．2－

0・25／ノ，旋転長約05－0・6を示した．

　次に処理を：施さない試料においては従来記載

されている螺旋形態の三二の微細構造は観察さ

れなかった．叉固定後試料調製を行ったもので

はCzekalowski＆Eaves（1954）s）の知見と同じ

く1培：地内異物或いは字体表面にslime様物質

が附着し，瀬野の汚染が甚だしく，像は鮮明さ

を欠いていたが，一般形態的には固定されない

試料との間に著明な変化は認められなかった．

しか、しこれらの試料を蒸溜水により反復遠沈洗

瀦を行えば固定によって菌体の柔軟性の失われ

たためか，細長形であるLept．は屡々断裂，

溶体の岨面を追うよ5であり（：Fig。3，：Fig．19），

電顕像の判断に注意を要すると考えられる．

　　　　第2節　被膜及び体表構造

　Lept・の体表構造及び被膜については幅見等

（1949）3）は：Lept，　icterohaemorrhagiaeの旋転

の轡曲部の外側に電子線をよく透過する部分を

認め，その意義については今のところ説明が明

確につかないと述べており，MortOn＆Anderson

（1943）1）　をま　〕Lept．　icterohaemorrhagiae，　王・ept．

Callicol　aについて観察し細胞体周囲に鞘1伏構造

を認め，細菌の細胞壁に類似する構造と推定

している．富樫等；（1950）4）は：Lel）t．　icterohaげ

morrhagiae及びLept．　hebdomadis　A．　B．Cに

ついて研究し，培養1週闇のものは電子線が透

過しにくい一様な索状物が主命を為している．

このものは規則的に波動している．探索の両測

に電子線の透過し易い多数の牛円形の透明帯

が交互にあるものを確認した．この関係はB．

duttoniiの場合と全く似ている．しかし培養日

数5週間のものでは透明…帯の部分が乱れている

と発i表している．朝：倉（1952）5）はLept．の5

株を観察し，Lept・p・1nonaに肺炎双球菌や炭

疸菌の萸膜乃至slima　lagerの如き感を呈した

透明帯を確認し，富樫等のいっている細胞膜の

像はコントラスト不良のため認められないと述

べており，武谷（1953）14）もMorton＆Anderson

（1943）1）の鞘状構造に類似する像を得，これを
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鞘扶構造とよぶべきか否かは疑問の余地が多い

と発表しており，Brad6eld＆Cater（1952）6）は

細胞膜の存在を否定し，Czekalowski＆Eaves

（1954）8）はghost細胞と推定される像に明確

な細胞膜を認めている．Babudieri（1949）19）は

：Lept．　icterohaemorrhaglae，1．ept．　canicola等；の

多数の株について研究し，均質な原形質の円柱

が極めて薄い被膜により包まれていると記載

し，M61bert（1955）2「3）も被膜の存在を確認して

いる．

　著者もアルカリ（施oN．　NaOH＞を作用させ

たLept．　icterohaernorrhagiaeにおいて面体末

端に至る迄，透明帯紙像を認めることがあっ

た．アルカリに対して原形質と異なった態度を

示すかかる像の出現は被膜の存在を推定せしめ

る．これはBorreliaやTreponemaにおける透

明帯に類似し極めてelectrom】011　dellseであった

が，微細構造は明らかでなかった．次にFig．3

は：Lept．　hebdomadis　Aを10％中性ホルマリン

で固定してi蒸溜水セこより遠沈洗1條を繰返えして

得られた像で，スピロヘータ体の旋転は失われ

ているが，出品して原形質と被膜構造：を明らか

にしている．ここに認める被膜の構造は細線維

或いは小粒子歌体とcementil】gs　substanceによ

り形成された一一層の被膜のようである．

　叉原形質の微細構造も明らかに糸朕体と無構

造物質が混在して構成されており，極めて被膜

の微細構造に類似している．この同一の物理化

学的条件における電顕像の類似は被膜が原形質

構成要素が緻密に結合して形成された原形質膜

であることを物語るものの如く推定される．

　Lept．は蒸溜水により2－3回忌遠沈洗1條を

繰返えした試料においても蓮動性を保持するの

が常であり，蒸溜水に対して抵抗性を有するこ

とが判断されるが，エーテルには直ちに溶解

（Fig．4，5）するようである．これはおorrelia

duttO頭との間の著しい相違と思われる．

　　　　　銘3節　 線　離島　形　 態

　Lept．においても次の3種：類の線維形態を碓i

幽することが出来る．

　（1）　被膜に由来する細線維

　精製した試料を蒸溜水で処理することにより

認められる線維像で，電顕像の特性は：Fig．8に

示した如く被膜の線維様解離による細線維に一

致するもの．

　（2）「所謂鞭毛二三」

　Kortho仔培地に培養した本：Lept．を蒸溜水

で遠沈洗際した試料の内，精製の不充分なもの

において屡々認められるもの．

　（3）　鞭毛に類似する細線維

　一般細菌の眞性鞭毛にi類似する細線維（：Fig．

6，：Fig．9）で，種々の物理化学的処理により認

められるもの．

　これらの線維形態は各々異なった電顕像の特

性を示すもので，全然別種のものとして区別す

ることが出来る．これらの電顕像の特徴につい

ては著：者の第：1報，Borre】ia　duttoniiの研究27）

において記載した．

　　　　　第4節蓮動蕃　官
　Lept．においてBorre1｛乙いやTrepOl〕emaの線

維束に類似する構造の発表はIBabud｛eri（1949）

9）に始り彼等はcentra1丘lamelltが原形質の周

囲に巻き附いていることを報告しており，

Breese　et　al（ユ952）2）も菌体の主軸に滑うて

axial且iamentがからみ合っており，屡々菌体末端

で端糸として遊離する場合があることを記載し

ている．：叉Brad丘eld＆Cater（1952）6）もCri－

stisplra，おorrellaと共に：Lept．　b旧exa：Lept．

｛cterQh憂emorrhagiae．　　1£pt．　callicoL七，　Lept．

Seir6のトリプシン清化を施した電顕像から原

形質の主点の周囲に螺旋状に雀き附いている

唯一の線維を確認し，武谷（1953）14）も：Lept．

fcterohaemorrhaglae，　Lept．　1）yrogenes，　1・ept．

hebdomadis　A．：B．　C，　Lept．　bataviae及び：Lept．

CaDicOlaの7株についてトリプシン処理により

眞直な鞭毛様線維を螺旋歌原形質がとりまいて

いることを認め報告している．叉北岡（1953）15）

はLcpt．の菌体に鞭毛様のものが遍き附いて

いる所見を認め，各種病原スピロヘータの基本

形態について論述している．Schlipk6ter＆GrUn
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（1952）22）はLept・の3－4週の培養セこ：おいて

眞直なLept・と弱々しい線維を認め，その大

きさが細菌の鞭毛に類似しており，叉個々の

：Lept．はもはや通常の急峻な旋転を示さなかっ

たと発表しているが，Lept．の規則的形態にお

ける遊離鞭毛の存在は報告が認められないよう

である．M61bert（1955）26）はLept．においても

蓮；動器官として太さ約250A。の5－6本の細

線維より繰る線維束がPeriphere　HUIieに存在

すると述べている．しかしスピロヘータにおけ

る線維形態は上述の如く鞭毛様線維により集成

されている線維束のみではなくして，3種類の

異なった性格を有する細線維が認められるか

ら，菌体周囲に解離した線維像が認められて

も，これを直ちに線維束の構成要素としては判

断し難い．従って5－6本の細線維が明らかに

1本の鞭毛様線維から解離分散している像が得

られない限り，この見解は直ちに肯定出来な

い．叉朝倉（1952）7）はLept．　Mochtariに端糸

を認め報告している．

　著者は処理を施さない試料においてはスピロ

ヘータ体の末端部に巻き附いている1本の鞭毛

様線維を認めるのみであったが，トリプシン浩

化によって原形質の全長に亘って巻き附いてい

る1本の鞭毛様線維（：Fig．7），叉眞直で軸線維

様外観を表示している1本の線維，古い培地か

ら調製した試料においては変性を推測せしめる

：Lept・の原形質の周囲に1本の鞭毛様線維が巻

き附き（Fig．2），叉一部は解離して鞭毛像を示

しているもの（：F五9．6），1％胆汁溶液を作用さ

せi蒸溜水でi遠沈洗際したものでは：Fig．9に認

めるような一般細菌の眞性鞭毛に類似している

鞭毛虚像を有するもの，10％中性ホルマリン3

分固定後反復遠沈心隔を繰返えした試料におい

ては：Fig．19に認めるような地糸檬像を確認す

ることが出来た．

　これらの実験結果は鞭毛様像が明らかに人工

産物であるごとを物語っている．その外観は全

く細菌の焦性鞭毛を髪賦せしめるが，これは原

形質に巻き附いている1本の鞭毛様線維の断裂

解離せるものと判断される．

　従って：Lept．における鞭毛様像も病原スピ

ロヘータ共通の基本構造から考察する時，眞の

鞭毛ではないと判断される．

　原形質の主軸こ滑うて巻き附いている1本の

鞭毛檬線維は，時には眞直で軸線維様外観を示

すことがあるが，他動による形態の変化が推測

されること，叉axia1丘lamentのようにスピロ

ヘータ体の申心部でなくして被膜外側に存在す

ることが推定されることから，病原スピロヘー

タ共通のCristispiraのCristaのrudimenta1の

構造と判断される．それ故蓮動器官としての機

能を求めることが可能である．

　叉この菌体に巻き附いている1本の鞭毛様線

維はスピロヘータの支柱器官としての根拠が得

がたいこと，叉そのlocalizatiOnについては著

者の第2報Treponema　pallidumの研究24）にお

いて記載した線維束の知見と共通するので再び

論述することを避けたい．

　種：々の物理化学的処理を施した電顕像・より考

察すれば，被膜の急激なる障碍例えば透明帯の

出現等はスピロヘータ体の伸展を件う場合が多

い．おそらくスピロヘータ体の主なる支柱器官

としての機能は被膜自体に存在するのではない

かと考えられる．著者はスピロヘータは被膜を

支柱器官とし，1本の鞭毛様線維或いは線維束

を蓮動器官とするよく組織化された細胞であろ

うと推測している．

　　　　　第5節端　　　　糸
　Lept．において言訳の発見率が低く，叉は確

認し難いことはその形成及び横分裂の機構に特

殊の意義を推定せしめるものである．即ち端糸

は横分裂の遺物と考えられるが，被膜の線維様

解離したものではなく，原形質に雀ぎ附いてい

る1本の鞭毛様線維の断裂伸展せるものと推考

される．それ故にTrePonemaや恥rreliaの如

くに線維束を有せず，原形質に雀き附いている

1本の線維を持っていることが端糸確認の困難

な原因と思われる．

　上述の如く：Lept．の電顕像はその細胞の特
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有の大きさ，中央部が急峻で両端が次第に緩か

になった旋転及び鈍端に終る末端，微細構造と

して原形質に比うて巻き附いている1本の鞭毛

檬線維に，この属の形態学的特徴が求められ

る．かくて：Lept．属も亦スピロヘータ特有の

spiral　fbrmにおいてはスピロヘータ共通と考え．

られる構成の基本的3要素，即ち被膜，線維束

に類似して原形質に巻き附き或いは眞直で軸線

維様外観を示している1本の鞭毛様線維，原形

質を区別確認することが出来る．

　　　　　第6節　 異　 常　 ヲ移　態

　スピロヘータの穎粒形の生物学的意義につい

ては光顕の時代より多年討議されて来たようで

あるが，近年の多くの研究者Woratz（1954）9），

Czekaユowski＆Eaves（1954）8），　Hampp　et　al（1

948）18，東（1950）16），朝倉（1951）17）等の記載に

よれば未だ一致した結論が得られていない．即

ち生殖能力のあるもの叉は再生発芽箪位，i変性

崩鉱産物，人工産物或いは培地内異物が附着し

たものと提唱されているようである，

　これはかかる微細なる顯粒形態の生物学上の

意義の解明は染色反応或いは外形的特徴の表示

のみによっては不完全であり，これらの穎粒形

の生活力の如何が検討さるべきであるが，各種：

病原スピロヘータの中には培養方法が完成され

ていないものがあり，叉かかる穎粒形態は余り

に微小であり過ぎ，而も極めて多形的であって

光顕的研究によってはこれらの類別は分解能を

越えた問題で極めて困難であると考えられる．

　電顕的研究による：Lept．の記憶についての

発表を顧みるに，朝倉（1952）7）が：Lept．　heb－

domadis　Cに内部構造，内部顯粒及び附着穎

粒を認め報告しており，内部穎粒については

：Hampp　et　a1（1948）18）の説に共鳴し原形質の局

所的集積によって生じたもので，体表に密着せ

る大なる穎粒は別のメカニズムにより生じたも

のであろうと記載している．武谷及び森（1953）

14）はLept・hebdomadis：Bセこ菌体内穎粒を認

め，その構造の意味は明らかでないと述べてい

る．Jakob（1947）20）はLeptospira　canicollaの

研究において：Lept．の末端の梨形の芽胞様隆起

（長さ1・5，幅0・7μ）を発見し，これと関聯して

いるLept．は特有の旋転がなく，小体は種々の

内部構造が証明されたと述べ，叉小体は：Lept．

に附着し或いは遊離して存在し，時に眞直な突

起を持っていることを確認し，これらの小体を

S－Forln（Spermien：Form）と呼んでいる．更に

Jakob（1949）20）は：Lept．の広範な研究におい

て501nμの直径の鞭毛小突起を有する小さい

小体を発見し，：LeptospirogeDeと称し，光顕的

に：BessemaDs（1943）によって生殖能力のある

ことが碓認されたconcentratsと同一点し記載

している．しかしBabudleri（1949）19）は低張溶

液の影響下における丸い小体の癸生を記載し，

S－Forlnは培養基内に存在した外の微生物によ

る汚染であろうと見なし，Schlipkδter＆grUn

（1952）22）は古い培養から短い：Lept．を示し，

JakobのS－Form及び：Leptospirogeneを否定し

ている．Czekalowski＆Eaves（1954）8）はLept．

の4つの培養i株について研究し，2つの形の穎

粒を記載しており，Lept．の横径よりも小さい

直径を持っている穎粒は核或いは原形質の局所

的集積を表わしているのであろうと述べ，末

端部に屡々附着して認められる大きい穎粒は

：Lept・の体部の何れの部分にも附着して存在す

る可能性がある．遊離した大きい一粒はcircular

で細胞膜によって外形がえがかれており，これ

らの顯粒は人工産物或いは変性崩壌産物でなく

して彼等の普遍的の規則的外観はLel）t．の生

活史上において演ぜられる或る種の役割を指示

しているとし，これらの穎粒は休止期或いは再

生発育体のどちらかを表わしていると報告しで

いる．

　かくの如く電顕的研究においても試料調製や

生体観察不可能等の多くの技術的制約によって

顯粒形の生活史上の意義の究明は至難iの業であ

ると思われる．

　そこで著者はK：ortho一壷地内に培養された

1・ept．の4株について電顕的に認められた穎粒

形を類別し，更に新しく調製されたKortho四温
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地に実験方法に記載した如くその一・部を接種

し，時間の経過に従ってその形態学的変化を追

求して，次の如き結論に到達した．

　1．原形質内面粒

　この穎粒形は：Flg．2及び：Fig．10に認める

が如き内部穎霊像と，更にスピロヘータの分節

を思わしめる顯粒形が得られた．古い培地内に

おいて無i数に認められた心寄像Ffg．11，13は

原形質内心粒の集積せるものと考えられる．

：Fig．12，14は1各・々新出；地内接種：後4週間のも

ので，輪廓の変形は穎粒の崩壌への転帰を推定

させる．これらの穎粒形は出歯野鏡検によって

形態的に鑑別することは困難であったが，多く

は集団を形成して存在するために電顕像と対1照

しつつ新培地内における存在を追求することが

可能であった．かくてこのような原形質内顯粒

は番謡地内で次第に変性崩心していくが如くで

ある．

　原形質の局所的集積或いは核様構造と推定さ

れて来た，これらの漏壷はLept．の各株にお

いてBorreliaやTreponema程著明ではない

が，古い培養では明らかに原形質内顯粒が認め

られるものがある．叉古い培地内にかかる顯粒

の集積或いは移行形と考えられる像が得られる

ことは人工産物もあるとはいえ，その大部分は

生活史のマ面を表現しているものと思われる．

この穎粒はFeulgen反応との一致は認められ

ず，生殖的意義を求めることも不可能で細胞の

老廃に俘う原形質の局所的集積と判断される．

　2．所謂穎粒形（濃密雨粒）

　Flg．15，Aに示したが如き一面無構造で内部

構造の認め難い穎粒形，：Fig．15，　Bの如き不鮮

明な内部構造を認めるもの，或いは小さい一粒：

を包含する円形の穎虚像はその直径は一定では

なく，叉自然発生的に認めることは割合に少な

かった．新培地内に移されても不変に停るか，

崩壌を推定させる像が得られた．Fig．16は新

培地内において4週間経過せるもので，形態の

破壊が推定される．叉内部の小繋粒も不変のま

ま停っている．これと類似の穎粒は人工的に凍

結融解，溶解剤の使用或いは彊度の磨潰法によ

り得ることが出来た．

　従ってこれらの多くはおそらく原形質脱出叉

は細胞の溶解等を機転とする崩壌像，或いは培

地内異物が附着した人工産物の可能性が大きい

と判断される．

　3．輪1伏形態

　末端屈曲より附着穎粒像，elldbody檬像或い

は遊離穎磁心に至ると考えられる各種階段の特

異の輪1伏形態は極めて興味の深いもので，その

形成の機転についてはTreponema　pallidtlmの

研究24）において記載した．：Fig．15，　Cに認めら

；れる遊離顯粒像はLept．の古い培養に認められ

た特異の穎粒でmabralleようのenvelOpeを以’

て囲まれたかの如く，叉Lept．或いはその断片

を埋没するが如き形態を暗示している．自然発

生的に認められたこの形の遊離顯粒はその大部

分が新培地に移されることにより2－4週間に

認められなくなった．その中間の時期におい

てスピロヘータに発育する過程と考えられる

像を確認することが出来た．Fig．17は：Lept．

hebdomadls　Cのかかる輪状形が新点地内に移

されて5日後に得られた像である．

　この実験結果から考察すれば新培地内に移さ

れた輪寄宮はそのまま短小形の極めてelectron

denseの細胞に発育し，次：第にもつれた形に移

行して，次いで規則的のspir41　formとなり横

分裂による増殖を営むようである．

　輪歌形は自然発生的に認められる外，冷凍保

存，急速な加温，稀アルカリ作用或いは軽い磨

潰法によっても発生した．Fig．18は加熱せる

試料より得られたもので末端部は輪面形を示し

ている．

　従って輪状形は外界の不適環境に対して反応

した形態，或いは生活史の一環を為す静止形と

孚lj断される．

　｝差abudieri（1949）9）が認めたLept．の全体が

雀き込んで所謂bubbleの中に含まれている像

や，Jakob（1947）23）のTreponema　pallidumの

研究におけるS－Formはこの形態に類似して
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いる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

　かくの如くスピロヘータには異常形態として

特殊の生殖的意義を持つ顯粒類似形の存在が認

められる．

　4．濾過形
　Noguchi（1928）11）は1】」ept．icterohaelnorrhagiae

の培養をBerk個d濾過器V・N．及びW2を通

過させた濾液にスピロヘータは稀に認めること

が出来たが，濾過形の存在は感染或いは培養方

法によって示されたと記載している．Klielle－

berger＆Nobe1（1951）2、）は：submlcrosopicとし

て存在するスピロヘータにおけるLfbrmを推

定している．

　著者は：Lept・icterohaemorrhagine及びLept．

hebdomadis　Aの2週問培養と6ヵ月の古い培

養を：Berkbeld濾過器Nを通過させ，その濾液

を6，000廻転1時間集菌することにより短小形

の：Lept．晶晶形の一一部及び原形質内出訴の濾過

器通過を電顕的に確認出来た．しかし輪1伏形を

除き，再生殖体と推定される顯粒形を認めなか

った．叉1£pt．においても再生殖体と推定され

るb19．　bodYの存在は不幸にして認めなかっ

た．’

　この方面の重要な問題については各種：条件に

　　　　　　　　　　　　　　　　　おいて更に今後の検討に待たなければならない

と考えられる．

第4章要
　1、ept．　lcterohaerrhaemorrhagiae，：Lept．hebdo－

madis　A，　B，　Cの4株のKorthoff培地におけ

る2週間培養について蒸溜水により遠沈洗瀞し

たもの，種々の物理化学的処理を施したもの，

叉古い培地内の異常形態を新培地内に移し，そ

の形態学的変化を追求して次の所見を得た．

　（1）：Lept・の電顕像は立体的螺旋形を示す

ものは少なく，円筒歌波歌形として認める場合

が多い．一般の旋転の扁手押及び麺長が表われ

るが，特有の大きさ，旋転の急峻及び鈍円に濁

る末端によってTrepoDemaやBorreliaの電顕

像と区別することが出来る．各株間に形態的相

違は認め難iい．

　（2）その微細構造は二二の被膜，原形質及

び原形質の主軸に滑うと雀き附いている1本の

鞭毛様線維の3基本構成要素より成立ってい
る．

　（3）原形質に雀き附いている1本の鞭毛様

線維は眞直で軸線維門外襯を示すことがある

が，蓮動による形態の変化が推定されること，旧

約

’その10calizationからCristispiraにおけるCrista

のrudlmeDtalの構造と判断され，蓮動器官と

考えられる．かかる原形質に雀き附いている鞭

毛様線維が軍一線維であることがLept．属の最：

も著しい形態学的特徴と思われる．

　（4）：Lept．体に巷き附いている1本の鞭毛

様線維は断裂，解離して鞭毛様像或いは端糸群

像を思わせることがある．

　（5）壁糸の存否，その形成の機転について

も考察し報告した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　（6）異常形態としての原形質内顯粒は老廃

せる原形質の局所的集積として，内部構造を欠

く濃密穎粒は原形質脱出或いは培地内異物の附

着したものと判断された．輪歌形と推定される

結節形には再生殖の過程と思われる像を確認出

来る．

　（7）点点構造については後述する．

　稿を終るに際し御懇篤なる御指導を賜わり，又御校

閲を辱遇せる恩師谷教授に深謝し，電顕撮影に助力の

労をとられた野田・西村の両氏に厚く感謝致します．
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附　図　説　明

Fig．　1－Lept．　icterohaemorrhagiae，　c」om

　slladowing像，18，000X．　Lept・体の中央は旋

　転は急峻であり，末端は緩かになっている．末
　端部には1本の鞭毛檬線維が巻き付いている．
：Fig．　2．：Lept．　hebdomadis　A．　Cr．　shadowing

　像，22，000Xノ原形質は変性を思わせ，内部穎

　粒を認める．：Lept・体の表層には1本の線維が
　巻き付っている．

Fig．　3．：Lept．　hebdomadis　A，　Cr．　shadowing

　像，3qOOOX，90，0GOX，被膜の微細構造は原
　形質に類似している．

Fig．　4，，5．は王、ept．　hebdomadis　C，　Cr．

　slladowing像，20，000X．エーテル処理後の像

　で溶解を思わせる．

Fig．　6．：Lept．　hebdornadis　C，　Cr．　shapowing

　像，30，000X・変性を思わぜる細胞に巻き付い

　ている1本の鞭毛様線維．
Fig。　7・1」ept。　icterohaemorrhagiae，

　Cr・Shadowing像，22，000X・Lept。の体：に巻

　き付いている1本の鞭毛檬線維．
：F｛g．　8．工ept．　hebdomadis　C，　Cr．　Shadowing

　像，20，000X・被膜に由来する特有の線維形態・

Fig・　9・Lept・　icterohaemorrhagiae，

　Cr・shadowing像，30，000X・鞭毛の存在を髪

　髭せしめる．

Fig．10．：Lept．　hebdomadis：B，

　Cr・shadowin像，920，000X・原形質内穎粒像
　を示す．

：Fig．11．：Lept．　hebdomadis：B，

　Cr．　shadowing像，17，000X・原形質内顧粒の

　集績せるのもと推定される穎臥像．

Fig．12．：Lept．　hebdomadis　B，

　Cr．　shadowing像，25，000X・上述の原形質内

　穎粒が新培地内に漸移されて4週閲経過せるも

　の．

Fig．13．：Lept．　icterohaemorrllagiae，

　Cr．　shadowing像，30，000X・Lept・体の分節

　を思わしめる穎粒像．

Hg．14・Lept．　icterohaemorrhagiae，

　Cr．　shadowing像，23，000X・新培地内におい

　て4週聞経過せるもの．
：Fig．15．：Lept．　icterohaemorrhagiae，

　Cr・shadowing像，17，000X・虚心形（C），所
　謂濃密顯粒（：B）を示す．

：Fig．16．：Lept．　icterohaemorrhagiae，

　Cr・shadowing像，20，000X・新曲地内に移さ

　れて4週聞経過せるもの．
Fig．17．：Lept．　hebdomadis　C，

　Cr・shadowing像，22，000X・新培地内に移さ

　れて5日目の再生殖を思わせる輪状形．
Fig．18．：Lept．　hebdomadis　C，

　Cr・shadowing像，20，000X・カロ熱による輪朕

　形成の像．

Fig・19．1・ept．　icterohaemorrhag量ae，

　Cr・shadowing像，18，000X・固定後遠沈洗溝

　を反復して得られた端糸写像．
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